
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
３
１
回 

 

釈
迦
ヶ
岳
・太
尾
登
山
道
の
笹
刈
と
鳥
羽
局
長
他
１
名
を
釈
迦
ヶ
岳
に
案
内 

 

◇
実
施
日 

 
 

１
１
月
４
日
（
月
・
祝
）  

 
 

 
 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
阪
口
雄
二
、
大
江
徳
子
、
上
村
洋
司
・
和
美
、
梶
野
照

雄
、
志
岐
敬
、
山
本
直
子
、
高
橋
桂
太
、
村
吉
光
夫
、
今
中
三
恵
子 

 

釈
迦
ヶ
岳
・
深
仙
宿
；
湯
川
一
郎
、
鳥
羽
真
司
、
吉
田
雄
太
郎 

 
 

 
 

１
４
名 

 【
古
田
の
森
付
近
の
笹
刈
】 

 

１
０
月
１
３
日
の
釈
迦
ヶ
岳
祝
賀
登
山
の
際
、
古
田
の
森
付
近
の
笹
が
茂
っ
て
登

山
道
が
見
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
帰
宅
後
に
会
員
か
ら
「
あ
の
笹
を
何
と
か

し
よ
う
」
と
の
声
が
あ
り
、
急
遽
行
事
予
定
に
組
み
入
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

車
が
多
い
登
山
口 

 
 

 
 

 
 

大
日
岳
鎖
撤
去
の
お
知
ら
せ 

 
 

ハ
シ
ゴ
延
長
部
の
補
強 

大
阪
、
奈
良
の
６
名
と
新
宮
の
５
名
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。 

当
日
の
朝
６
時
半
、
沖
崎
、
上
村
の
２
車
で
新
宮
を
出
発
。
午
前
８
時
半
過
ぎ
に
登

山
口
に
着
く
。
相
変
わ
ら
ず
駐
車
場
は
満
車
だ
っ
た
が
、
奥
の
方
に
駐
車
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
村
吉
さ
ん
は
本
日
下
山
後
、
持
経
宿
へ
向
か
っ
て
一
泊
す
る
と
の
こ

と
で
、
平
治
宿
ト
イ
レ
改
修
の
資
材
（
屋
根
ト
タ
ン
）
を
引
き
渡
し
た
。
持
経
宿
へ
は

国
道
４
２
５
号
経
由
と
な
る
の
で
、
池
郷
林
道
に
入
る
こ
ろ
に
は
真
っ
暗
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
運
転
の
プ
ロ
と
は
い
え
、
い
つ
も
頭
が
下
が
る
思
い
だ
。 

 

本
日
は
村
吉
さ
ん
の
刈
払
い
機
と
児
嶋
さ
ん
か
ら
借
用
し
た
ヘ
ッ
ジ
ト
リ

マ
ー
と
山
彦
の
一
台
、
合
計
３
台
の
機
械
が
稼
働
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

古
田
の
森
付
近
の
笹 

 
 
 
 
 

笹
刈
の
参
加
者 

 
 
 
 
 

ピ
ー
ク
道
の
笹
刈 

高
橋
君
は
早
く
着
い
た
よ
う
で
、
古
田
の
森
へ
先
行
し
て
い
た
。
梶
野
、
志
岐
、

山
本
の
３
名
は
少
し
遅
く
な
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
我
々
は
午
前
９
時
頃

に
登
山
口
を
出
発
し
た
。
不
動
木
屋
谷
登
山
道
の
分
岐
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら

笹
を
刈
っ
た
跡
が
あ
っ
た
。
午
前
１
０
時
半
に
古
田
の
森
に
着
き
、
全
員
に
作

業
の
役
割
を
伝
え
る
。
午
前
中
は
山
頂
方
向
へ
刈
進
み
、
古
田
の
森
ま
で
戻
っ

て
昼
食
後
は
下
山
し
な
が
ら
伸
び
た
部
分
を
刈
っ
て
い
く
事
と
し
た
。 



刈
る
距
離
は
決
め
ず
、
何
時
ま
で
作
業
す
る
か
を
基
本
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
梶

野
、
志
岐
、
山
本
の
３
名
も
ほ
ど
な
く
到
着
し
作
業
に
加
わ
る
。
機
械
の
２
人
、

ハ
サ
ミ
、
カ
マ
の
組
、
そ
し
て
熊
手
で
刈
っ
た
笹
を
除
去
す
る
組
に
分
か
れ
て

刈
進
む
。
私
は
最
後
尾
で
刈
残
し
の
処
理
を
行
い
、
午
前
１
１
時
２
０
分
に
古

田
の
森
に
戻
っ
て
昼
食
と
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
１
２
時
頃
に
登
山
口
方
面
の
笹
刈
を
開
始
、
沖
崎
、
志
岐
と
女
性
３

名
（
大
江
、
上
村
、
山
本
）
が
刈
り
取
っ
た
笹
の
除
去
を
し
な
が
ら
進
ん
だ
。 

途
中
で
湯
川
、
鳥
羽
、
吉
田
の
３
名
が
下
山
し
て
き
た
。
山
頂
は
雲
の
中
で
展

望
は
な
か
っ
た
が
、
釈
迦
如
来
像
や
深
仙
宿
の
雰
囲
気
な
ど
は
感
動
も
の
で
し

た
。
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

下
山
し
な
が
ら
も
刈
る 

 
 
 

登
山
口
に
帰
着 

 
 
 
 
 

ロ
ー
プ
を
鎖
に
交
換 

先
行
す
る
笹
刈
班
は
丁
寧
に
刈
り
取
っ
て
い
る
よ
う
で
、
後
続
の
除
去
班
は
登

山
道
の
笹
を
取
り
除
く
の
に
一
苦
労
。
湯
川
君
に
お
願
い
し
て
、
笹
刈
班
に
も

う
少
し
少
な
く
刈
っ
て
く
れ
、
と
伝
え
た
ほ
ど
だ
っ
た
。 

２
時
間
近
く
費
や
し
て
不
動
木
屋
谷
登
山
道
の
分
岐
に
着
く
。
こ
こ
で
休
ん
で

い
る
と
一
人
の
若
者
が
女
性
を
一
人
見
な
か
っ
た
か
？
と
尋
ね
て
き
た
。 

富
田
林
か
ら
二
人
で
や
っ
て
き
た
が
山
頂
で
喧
嘩
し
、
女
性
が
一
人
で
下
山
し

た
そ
う
だ
。
男
性
は
登
山
口
ま
で
降
り
て
女
性
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。

再
び
登
っ
て
き
て
会
う
人
ご
と
に
聞
い
て
い
る
と
い
う
。
途
中
は
深
仙
宿
に
下

る
道
し
か
な
い
の
で
、
深
仙
宿
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
か
ら
深
仙
宿
迄

行
く
と
帰
り
は
暗
く
な
る
の
で
、
ラ
イ
ト
の
数
を
数
え
て
い
る
と
件
の
女
性
が

現
れ
た
。
深
仙
宿
を
通
過
し
た
登
山
者
に
拾
わ
れ
、
下
山
し
て
き
た
ら
し
い
。 

深
仙
宿
迄
探
し
に
行
く
必
要
が
無
く
な
っ
て
ヤ
レ
ヤ
レ
だ
が
、
一
言
苦
言
を
申

し
上
げ
た
。
女
性
を
無
事
に
連
れ
帰
っ
た
登
山
者
に
お
礼
を
伝
え
て
一
件
落
着
。 

分
岐
で
本
日
の
作
業
を
終
え
、
登
山
口
に
戻
っ
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

深
仙
宿
か
ら
釈
迦
ヶ
岳
山
頂
ま
で
や
蘇
莫
岳
、
天
狗
山
付
近
の
奥
駈
道
に
笹

が
茂
っ
て
足
元
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
刈
り
取
っ
て

ス
ッ
キ
リ
し
た
い
の
で
、
そ
の
節
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。 

 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

新
宮0

6

：3
0
→

0
8

：3
6

太
尾
登
山
口0

8

：5
5
→

1
0

：3
0

古
田
の
森1

2

：1
5

→
1
4

：5
6

太
尾
登
山
口 

【
釈
迦
ヶ
岳
・
深
仙
宿
】 

釈
迦
ヶ
岳
山
頂
の
釈
迦
如
来
像
建
立
１
０
０
年
記
念
登
山
が
１
０
月
１
３
日

に
当
ぐ
る
ー
ぷ
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
。
当
日
、
世
界
遺
産
２
０
周
年
記
念

行
事
（
公
務
）
と
重
な
り
参
加
で
き
な
か
っ
た
鳥
羽
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
釈
迦
ヶ
岳

登
頂
を
し
て
も
ら
い
た
く
、
お
声
が
け
し
、
若
手
の
吉
田
さ
ん
を
加
え
、
三
人

で
釈
迦
ヶ
岳
へ
登
る
計
画
を
た
て
た
。 

 

新
宮
を
５
時
３
０
分
に
出
発
、
太
尾
登
山
口
に
は
７
時
５
０
分
着
、
準
備
を



し
て
い
る
と
今
中
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
村
吉

さ
ん
が
到
着
さ
れ
た
。
お
二
人
は
同
日
計
画
さ
れ
た
古
田
の
森
付
近
の
笹
刈
作

業
に
来
ら
れ
て
お
り
、
村
吉
さ
ん
は
１
０
分
程
先
の
標
識
を
取
り
替
え
る
と
の

こ
と
で
、
標
識
と
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
を
預
か
っ
て
出
発
し
た
。 

 

古
田
の
森
に
着
く
と
、
高
橋
さ
ん
が
写
真
を
撮
っ
て
お
ら
れ
、
聞
く
と
こ
ろ

釈
迦
ヶ
岳
山
頂
で
２
０
分
程
い
た
が
、
ガ
ス
が
か
か
っ
た
ま
ま
で
撮
影
を
諦
め
、

笹
刈
組
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

大
峰
南
部
の
秀
峰
、
釈
迦
ヶ
岳
の
大
展
望
を
見
て
も
ら
い
た
く
て
計
画
し
た

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
ガ
ス
が
か
か
っ
た
ま
ま
で
展
望
は
ゼ
ロ
、
一
瞬
だ
け
青
空

が
見
え
た
だ
け
で
、
深
仙
宿
に
向
か
う
こ
と
と
し
た
。 

 

分
岐
地
点
か
ら
の
奥
駈
道
は
、
笹
で
足
元
が
見
え
な
い
箇
所
が
多
々
あ
り
、

気
を
つ
け
て
下
っ
た
。
都
津
門
で
は
二
人
は
岩
穴
を
食
い
入
る
よ
う
に
眺
め
、

深
仙
宿
に
降
り
立
っ
た
。
香
精
水
の
水
量
は
少
な
く
ポ
タ
ポ
タ
と
落
ち
る
程
度

で
あ
っ
た
。 

 
 

都
津
門 

 
 
 
 
 
 

朽
ち
か
け
た
橋
は
撤
去
さ
れ
捲
道
が
整
備
さ
れ
て
い
た 

 

深
仙
宿
で
室
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
灯
を
確
認
、
外
に
出
て
お
昼
ご
飯
を
食
べ
、
正

午
に
千
丈
平
に
向
け
て
出
発
し
た
。
千
丈
平
へ
の
道
は
笹
が
刈
ら
れ
て
お
り
、

朽
ち
か
け
た
橋
は
撤
去
さ
れ
巻
道
は
杭
を
打
ち
階
段
状
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。

古
田
の
森
に
１
３
時
過
ぎ
に
到
着
、
笹
が
刈
ら
れ
た
跡
が
あ
る
。
し
ば
ら
く
し

て
笹
刈
後
の
処
理
組
に
追
い
つ
く
と
、
先
行
組
に
後
処
理
が
追
い
つ
か
な
い
と

伝
え
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
。
村
吉
さ
ん
が
率
い
る
先
行
組
に
そ
の
旨
を
伝
え
、

私
達
は
笹
刈
に
は
手
を
出
さ
ず
、
太
尾
登
山
口
に
向
か
っ
て
下
山
し
た
。 

（
記
；
湯
川
） 

行
動
タ
イ
ム 

新
宮0

5

：3
0
→

0
7

：5
0

太
尾
登
山
口0

8

：0
3
→

0
9

：3
2

古
田
の
森0

9

：3
5

→
1
0

：2
3

釈
迦
ヶ
岳1

0

：3
4
→

1
1

：1
7

深
仙
ノ
宿1

2

：0
1
→

1
3

：0
9

古
田

の
森1

3

：0
9
→

1
4

：2
4

太
尾
登
山
口1

4

：3
0
→

1
7

：0
0

新
宮 


